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■開催概要　　令和元年 6月 5日（水）10：00 ～ 15：00 頃

県内最大規模のフィールドワーク
自治体職員や地域住民にヒアリングを行い，食品工場や，商
店街，福祉センターなどの現場を視察し，地域ごとの課題解
決策を提案します。1学年分（452 名）が参加するフィール
ドワークは県内最大規模です。

県内 6市町村と連携して実施，自治体職員も積極的に参加
本プログラムは 2017 年度から開始，3 年目となる今年度は，大崎
市・加美町・美里町・女川町・亘理町・白石市（大崎市・女川町・亘
理町は初訪問）の自治体職員の協力を得て実施します。教職員・自
治体職員が一体となって学生に教育を行うプログラムです。

地域フィールドワークとは，宮城大学に所属する全学群の１年生 (452 名 ) を対象に，「自分が地域社会でどのような役割を担
えるか」を考える授業です。講義・グループ演習・現地フィールドワーク・発表など合計6回実施します。実際に自分の足で歩き，
地域の人々に接して，調査することで地域の課題を理解する，現地フィールドワークを下記日程で開催しますので，ぜひ取材
いただきますようご案内申し上げます。

公立大学法人 宮城大学 復興人材育成プログラム推進室（大和キャンパス）
担当：中沢・高橋・佐藤　TEL：022-377-8659 / FAX：022-377-8669

【本リリースに関するお問い合わせ先】

報道機関 各位
教育・地域担当者様

公立大学法人 宮城大学 大和キャンパス事務局　
企画・入試課 広報グループ（担当：小野寺大作）
宮城県黒川郡大和町学苑1-1 TEL.022-377-8746

イベントのお知らせ

大学 1年生が現地で「地域社会の課題」「自分の役割」を考える
地域フィールドワークを県内最大規模で宮城大学が開催

大崎市

加美町

美里町

女川町

亘理町

白石市

松山公民館 (大崎市松山千石字松山 428)

中新田公民館 (加美郡加美町字一本杉 105)

中央コミュニティセンター (遠田郡美里町北浦字駒米 13番地 )

まちなか交流館 (牡鹿郡女川町女川浜字大原 1-36)

荒浜地区交流センター (亘理郡亘理町荒浜字中野 33 番地 )

白石市役所 4階大会議室 (白石市大手町１－１)

集合場所（10：00～） フィールドワーク場所（10：20～）

仙台味噌醤油株式会社わさび沢工場ほか市内各地

やくらいガーデンほか町内各地

キョーユー株式会社ほか町内各地

シーパルピア女川ほか市内各地

浜吉田いちご団地ほか町内各地

白石城歴史探訪ミュージアムほか市内各地


